
 
お求めの方は，市史編纂事務局へ直接お越しください。また，郵送をご希望の方は，電話，FAXまたはメール

にてお申し込みください。郵送料については，事務局へお問い合わせください。 

【本書の内容】 

 第一章…繊維産業が小松の基幹産業の一つとなった明治期以降，発展していた羽二重など絹織物が衰退。代わって

化繊織物・合繊織物の生産が展開した。この変遷をたどりながら史料を紹介する。 

 第二章…近代小松における工業に関する資料を収集し，小松製作所がなぜ当地域で発足し，「世界のコマツ」へと

飛翔していったのか，さらに産業発展の基盤となった「鉄道と電力」に関わる資料を掲載した。 

 第三章…尾小屋鉱山の開発と経営に当たった，旧加賀藩家老の横山家文書や，金平鉱山，遊泉寺鉱山の関係史料，

｢加賀藩十村役石黒家文書」から鉱山の沿革及び共有権，試掘願関係の史料を採録した。 

 第四章…粟津温泉と瀬領温泉に関する史料を集め，粟津温泉では発展の契機となった，北陸線開通時の粟津温泉の

全貌を知る史料を，瀬領温泉では大福帳，付上帳から経営実態のわかる史料を収録した。 

 第五章…近代小松の農林水産業と製茶，藺草に関する資料を扱い，農地委員会活動の関係資料や，加賀茶と小松表

に関する資料，林業では事業概要や経営資料，水産業では漁場契約書などの初見資料を掲載する。 

 第六章…市域における産業発展の経過を読み解くため，｢工場一覧｣を図表化した。 

 付録 DVD…尾小屋鉱山と藺草の動画２本と，｢写真で見る産業史｣と題し，各産業の歴史を写真で紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春の日差しが心地よくなり，芦城公園では雪洞が飾られ，１年で最も華やかな季節となりました。 

 さて,『新修 小松市史 資料編 14 産業』が完成し，いよいよ今月 14 日より販売開始です。小松の「もの

づくり」の原点となった資料から当時の様子を知ることができます。当市の発展につながった産業の資料集

です。ぜひご一読ください。 

第２17 号 

平成 29 年 4 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

付録 DVD 

『新修 小松市史 資料編 14 産業』 4 月 14 日 販売開始 

【目次】 

 第一章 繊維産業 

 第二章 工業 

 第三章 鉱山業 

 第四章 温泉業 

 第五章 農林水産業 

 第六章 産業関連名簿 

 ＤＶＤ 画像で見る小松の産業史 

特別価格 ３,８００円〈税込〉（平成 29 年４月～12 月） 

定価  ５,０００円〈税込〉（平成 30年１月～） 

  

【仕様】 
Ｂ５判 上製本 

布装丁 貼ケース入り 

DVD 付 390 頁 

小松市史購入方法 
 



＜4月のカレンダー＞ 

 

＜事務局 3 月の活動状況＞ 

・３月 １日(水) 教育関係調査(小松市役所) 

・３月 ２～５日 ボーリング地質年代調査 

・３月 ４日(土) 古文書講座 

・３月 ７日(火) 建築部会 

・３月 ８日(水) 教育関係調査(西尾小学校) 

・３月 10日(金) 教育関係調査(那谷小学校) 

・３月 11日(土) 市史講座 

・３月 18日(土) 古文書講座 

 

第 76 回 市史講座 講師：木越隆三氏（金沢城調査研究所長） 

『金沢城から小松城へ ～利常の城づくり構想～』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局 4 月の活動予定＞ 

・４月 ７日(金) 教育部会 

・４月 13日(木) 市史完成報告会 

・４月 14日(金) 『資料編 14 産業』発売開始 

・４月 23日(日) 考古部会(予定) 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 
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は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

☆アンケート結果☆ 

・木越先生にまた講演してほしい 

・利常の町づくりに大変興味がわいた 

・疑問を持って歴史を見ることの大切さを再確認 

・石垣についてもう少し触れてほしかった 

 今回の講座は，小松城の石垣だけではなく，利常が小松に

20 年いて，どういう町造りをしたのかについて，七尾，高

岡と比較しながらご講演いただきました。 

 加賀藩を築いた三代の前田家当主が，それぞれ七尾，高岡，

小松に城下町をつくり，七尾で利家は２年，高岡で利長は６

年，小松の利常は 20 年城主を務め，城主がいなくなった後

は，七尾，高岡は廃城になりますが，小松は正式な城として

認められ，幕末まで続きました。寺院群の造り方についての

比較もされました。 

 前田家の石工達(穴生〈ｱﾉｳ〉という)の記録の中で，小松城の

石垣の修理に，奥源三郎，後藤権兵衛，後藤勘左衛門が従事

したことが記されている。石垣は日華石と戸室石で造られ，

日華石には観音下産・鵜川産がありますが，石切丁場は明確

でなく，今後の課題とされました。 

 利常が町づくりに小松城を選んだ理由についても述べられ

ましたが，詳細は小松市ホームページをご覧ください。 

会場：小松市公会堂 

３月 11 日(土) 参加人数 90 名 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

